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平成２７年５月１１日 

各      位 

 

会 社 名  東 鉄 工 業 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 小 倉 雅 彦 

（コード番号 １８３５ 東証第１部） 

問合せ先  経営企画部長 綾 部 光 政 

（TEL．０３－５３６９－７６１１） 

 

中期経営計画（２０１５～２０１８） 『東鉄 3D Step2018』 策定に関するお知らせ 
 

 
当社は、平成２７年５月１１日開催の取締役会において、平成２７年度から平成２９年度までの 

３ヵ年中期経営計画（２０１５～２０１８）である『東鉄 3D Step2018』について、下記のとおり決定いたしましたので、

その要旨につきお知らせいたします。 

 

記 

 

 

 
１． 数値目標 

（前）中期経営計画（２０１２～２０１５）におきましては、すべての項目について、数値目標を達成することが 

できました。 

（    ：達成項目） 

連結 
（前々）中計実績 （前）中計実績 （前）中計目標 

‘１２/３ ‘１３/３ ‘１４/３ ‘１５/３ ‘１５/３ 

売 上 高 ８６９億円 ８７１億円 １０９３億円 １１６１億円 「１１００億円」以上

営 業 利 益 ６６億円 ５４億円 ８４億円 ９２億円 「８０億円」以上 

経常利益率 ８．０％ ６．６％ ８．１％ ８．３％ 「７．３％」以上 

 

 

売 上 高 

 首都直下地震対策関連工事などのＪＲ東日本関連工事の増大とともに 

 『３Ｄ戦略』における「顧客層」のウイング拡大（Ｘ軸）、「業域」の深掘り（Ｙ軸）戦略が実り始め 

 官公庁、民間一般の間口、奥行きも着実に拡大 

 中計目標「１１００億円」以上を最終年度で達成 

営 業 利 益 

 売上高の増加等をベースに、大幅増 

 顧客からの継続的なコストダウン要請、労務単価及び資材価格高騰等のコスト増の要素があったものの

従来から取り組んでいる「不採算工事の徹底排除」、各現場における「原価管理の徹底的強化」、

「種々のコストダウン戦略」等による各種施策が奏功 

 中計目標「８０億円」以上を１年前倒しで達成 

経常利益率  上記により、中計目標「７．３％」以上を１年前倒しで達成 

Ⅰ．（前）中期経営計画（２０１２～２０１５）の総括 
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２． 成果 
（前）中期経営計画（２０１２～２０１５）からスタートさせた、基本戦略である『３Ｄ戦略』の推進が奏功し、 

下記の成果をあげることができました。 

 

(1) X 軸戦略で「顧客層」を拡大 
 最大最重要顧客であるＪＲ東日本関連業務に経営資源を重点投下し、パートナーシップを徹底的に

強化 
(例） 首都直下地震対策関連工事、整備新幹線関連工事、復興関連、常磐線利根川橋りょう、 

山手線ホームドア、ＷＴＯ建築大型案件、橋上駅舎 ・・・等々       

 鉄道関連工事に関する私鉄・公共鉄道各社の多様な要請にも積極的に対応 
(例） 京王線調布駅軌道工事（京王電鉄㈱）、仙台市地下鉄東西線（仙台市交通局） ・・・等々  

 官公庁、民間一般など、多面的に新しい顧客を開拓し、受注を獲得 
(例） 地方自治体（復興等）、デベロッパー、民間一般企業、社会福祉法人 ・・・等々    

(2) Y 軸戦略で「業域」を深掘り 
 得意とする鉄道関連工事の分野をさらに強化しつつ、多様化する顧客ニーズを的確にとらえ、 

 復興、防災、調査・診断・設計・施工、環境など各事業領域を深度化 
(例） 特殊軌道新設工事、災害復旧工事、陸橋延命、耐震補強設計、「ｴｺｽﾃ」ﾓﾃﾞﾙ駅、太陽光発電 ・・・等々  

(3) Z 軸戦略で「安全」・「品質・技術力」・「企業力」を一層強化 
 「究極の安全と安心」の追求 

 高い技術力と効率的な施工による、高品質な技術・サービスの提供力を継続強化 

 「すべてのステークホルダーから信頼される誠実なＣＳＲ経営」を推進 
(例） 要注カードによる危険なポイントの見える化、各種人事施策、株主還元策、 

「ＩＲ優良企業特別賞」業界初受賞 ・・・等々 

 成長戦略の一環としての戦略的投資 
(例） Ｍ＆Ａ（興和化成㈱連結化）、自社太陽光発電施設建設（蓮田、鹿島） ・・・等々 

 

 

 

【(前)中期経営計画（２０１２～２０１５）・各部門における主な取り組み】 
 

・「究極の安全と安心」の追求
（要注カードによる危険なポイントの見える化）

・新技術開発、各種特許取得
・人事、福利制度の充実
・株主還元策強化（安定増配/自己株式取得）
・ＣＩ ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ戦略推進
・「ＩＲ優良企業特別賞」を業界初受賞
・Ｍ＆Ａ（興和化成㈱ 連結化）
・自社太陽光発電施設建設

・東北縦貫線（上野東京ライン）
・大震災復旧・復興関連
・北陸新幹線
・ＪＲ北海道軌道メンテナンス
・仙台市地下鉄東西線
・埼玉高速鉄道軌道メンテナンス
・各私鉄/地下鉄
・鉄道軌道工事全般 etc

線路部門

土木部門

建築部門

環境部門

・首都直下地震対策関連
・山手線ホームドア
・常磐線利根川橋りょう改良
・整備新幹線トンネル
・立体交差化（開かずの踏切解消）
・大震災復旧・復興関連
・各地方自治体
・鉄道関連工事全般 etc

・ＷＴＯ建築大型案件
・橋上駅舎
・ 「ｴｺｽﾃ」ﾓﾃﾞﾙ駅
・ﾏﾝｼｮﾝ/保育園/老人福祉・医療施設/店舗
・太陽光発電施設（お客様・自社）
・耐震診断・設計・施工（一気通貫）

・「ｴｺｽﾃ」ﾓﾃﾞﾙ駅
・緑化（屋上・壁面・現場仮囲い）
・太陽光発電事業（お客様・自社）
・砕石リサイクル事業
・アスベスト除去事業
・建築部門との協働

「安全」・「品質・技術力」・「企業力」
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１． 環境認識 

２０１５～２０１８年の建設市場環境は、下記の通り総じて良好であり、特に、鉄道関連工事、 

耐震・防災・維持・補修工事に強みを持つ当社にとっては、チャレンジングな受注環境になるものと 

考えます。 

 
(1) 建設市場全体 
 各種政策の効果、消費増税の延期などもあり、雇用・所得環境の改善、企業収益の押上げが期待され、

景気は緩やかな回復基調が続くものと予想 

 こうした中で、政府建設投資は減少が予想されるものの、民間住宅投資、民間非住宅建設投資は、

当面緩やかな回復が期待されるものと予想 

 「国土強靭化（ﾅｼｮﾅﾙ・ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ）基本計画」の推進に伴い、社会ｲﾝﾌﾗや建造物などの耐震・防災、

安全・品質確保への要請、復旧・復興加速化など、安全投資ﾆｰｽﾞはますます増大。 

特に、高度成長期に建設された建造物の老朽化対策は喫緊の課題であり、維持補修市場は 

一層拡大するものと予想 

(2) 鉄道関連工事 
 JR 東日本をはじめとした鉄道の安全・安定輸送を支える通常の鉄道関連工事はもとより、 

首都直下地震対策耐震補強などの大規模震災対策、復旧・復興関連工事、自然災害に強い 

鉄道づくり等における当社の役割と責任は引き続き重大 

 駅舎等鉄道関連構造物や設備の更新・強化、ﾎｰﾑﾄﾞｱ第 2 期整備計画、「ｴｺｽﾃ」ﾓﾃﾞﾙ駅など 

各種ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが継続 

 特に、2020 年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ開催を見据えた東京圏の都市鉄道整備計画や 

会場最寄駅の整備強化、北陸・北海道・九州新幹線などの都市ﾈｯﾄﾜｰｸ拡大など、 

鉄道関連工事の受注機会は増大傾向 

(3) ﾘｽｸ要因 
 政府建設投資の減速、消費増税による消費減退、債務問題・原油価格下落・地政学的ﾘｽｸに 

起因する海外経済動向など、景気の下振れﾘｽｸ 

 建設業界における技能労働者不足、労務・資材価格の上昇、及び各種ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの工事集中ﾘｽｸ 

 維持補修市場における業界内競争が激化するﾘｽｸ 

(4) 新しい展開 
 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・ｺｰﾄﾞの施行＝企業統治・資本効率を重視した経営への要請増大 

 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化の進展＝海外諸国の鉄道ｲﾝﾌﾗ建設・整備ﾆｰｽﾞ増大 

 

 

 

 

II. （新）中期経営計画（２０１５～２０１８） 『東鉄 3D Step2018』 の要旨 
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２． 基本方針 
（前）中期経営計画（２０１２～２０１５）の成果を踏まえ、（新）中期経営計画（２０１５～２０１８）においても、 

その基本方針、基本戦略（『３Ｄ戦略』）は、一部ブラッシュアップのうえ継続させ、『東鉄 3D Step2018』 

として新たな取り組みを開始いたします。 

 

 

 

①  

②  

③  

により、社会やお客様の安全・安心・安定・快適・品質などの様々なニーズに的確にお応えし、 

当社の 

(2) 「量」（「成長戦略」）と「質」（「クォリティ戦略」）のベストバランス により、 

「持続的な企業価値の向上」  を図り、「堂々たる成長の時代」への 『Step』  を切り拓く。 

(3) 「基本戦略」となる『3D 戦略』   （スリーディ戦略）は不変。 

（前）中計を第一期の『Hop』と位置づけ、（新）中計では第二期の『Step』として 

さらなる飛躍に挑戦。 

 

前中計（2012～2015） ： 『東鉄3D Hop2015』　と事後命名

新中計（2015～2018） ： 『東鉄3D Step2018』 をスタート
 

 

 

【「東鉄 3D Step2018」イメージ図】 

 

X軸 （顧客層のｳｲﾝｸﾞ拡大） Z軸 （「安全」・「品質・技術力」・「施工力」・「企業力」）

Y軸 （業域の深掘り）

質
　　「安全」・「品質・技術力」・「施工力」
　　「企業力」

量
　　成長力（ﾄｯﾌﾟﾗｲﾝ＝売上高）
　　収益力（ﾎﾞﾄﾑﾗｲﾝ＝利益額）

バ
ラ
ン
ス

前々中計実績 前中計実績 新中計目標 新中計目標

'12/3 '15/3 '18/3（最終年度） '18/3（最終年度）

売 上 高 869億円 1,161億円 1,400億円 ROE 10％以上

営 業 利 益 66億 92億円 120億円 総還元性向 30%

［連　結］新
た
に
導
入

［連　結］

ベスト

・JR東日本関連業務をｺｱとして経営資源を重点投下

・顧客層のｳｨﾝｸﾞを拡大し、土木/官公庁や建築/民間一般

などの受注も増強

・強みである業務分野を徹底強化の上、業域を更に深掘り

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ・海外関連など、新しい機会にも挑戦

・不採算工事は徹底排除した上で、「利益額の最大化」を図る

・「安全はすべてに優先する経営」の徹底

・「品質・技術力」のたゆまざる維持・強化

・工事量増大に伴う「施工力」の強化

・「人」「環境」への誠実な取り組み

・「ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・ｺｰﾄﾞ」への積極的対応
・資本効率・株主還元の重視（ROE・総還元性向の目標化/中間配当など）

・取締役会の実効性確保（複数独立社外取締役の選任など）

・「成長戦略」の一環としての企業力強化（M&Aなど）

バランス

＜特に力を入れる取り組み＞ ＜特に力を入れる取り組み＞

「社会的使命」をしっかり果たす

（図Ａ） （図Ｂ） （図Ｂ）

①
「経営理念（～安全はすべてに優先する～）
 に基づいた軸のﾌﾞﾚない経営」

「全てのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰから信頼される
 誠実なCSR経営」

②
「攻め（収益力/資本効率）」と「守り（ﾘｽｸ管理）」の
「ﾊﾞﾗﾝｽのとれたｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽによる経営」

③

 

基本方針

(1) 「経営理念（～安全はすべてに優先する～）に基づいた軸のﾌﾞﾚない経営」    

「全てのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰから信頼される誠実な CSR 経営」  

「攻め（収益力/資本効率）」と「守り（ﾘｽｸ管理）」の「ﾊﾞﾗﾝｽのとれたｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽによる経営」

「社会的使命」をしっかりと果たす。 

「量」（「成長戦略」）と「質」（「クォリティ戦略」）のベストバランス

「持続的な企業価値の向上」  「堂々たる成長の時代」への 『Step』 

『3D 戦略』 
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【経営理念】                                                  【図 A】 

 

誠 実 で ☆ キ ラ リ と 光 る ☆ ナ ン バ ー ワ ン ＆ オ ン リ ー ワ ン

コーポレートメッセージ

経営理念
～安全はすべてに優先する～

当社は、鉄道専門技術の
特性を活かした総合建設業として、

安全で快適な交通ネットワークと
社会基盤の創造に貢献いたします。

事業ビジョン

・鉄道関連工事のリーディングカンパニーとして、

・その高い専門的技術力と、安定した受注の強みを活かし、

・線路・土木・建築・環境各事業のバランスの取れた事業構造のもと、

・専門プロ集団として、建設業界に独自の地歩を確保してまいります。

軌道メンテナンス工事や、高性能な大型保線機械の
稼働力などにおいて、質・量ともに我国ナンバーワン、

そして常に未来に挑戦し続ける、☆キラリと光る☆・・・

時代を先取りした環境事業「東鉄ＥＣＯ２プロジェクト」を
積極的に推進する・・・

誠 実 で ☆キラリと光る☆ ﾅﾝﾊﾞｰﾜﾝ & ｵﾝﾘｰﾜﾝ

・「究極の安全と安心」の追求

・「技術と品質」へのこだわり

・「環境」への取組み

・「人を大切にする」 企業風土

・「誠実なＣＳＲ経営」の推進

「オンリーワン」の東鉄工業
を目指します

線路

環境

線路
土木
建築

「ナンバーワン」の東鉄工業
を目指します

これら４つの事業部門が相互にバランスよくシナジーを発揮し、
他に類を見ない、ユニークで先進的なビジネスモデルと
専門的な技術力により、お客様の多様なニーズにお応えする
ことができる、☆キラリと光る☆・・・

コア３部門においては、鉄道関連・耐震・防災・
リニューアル・メンテナンス工事など、
当社独自の高い専門性と強みを最大限に活かす・・・

 
 

 

   

【ステークホルダーに対する取り組み方針】                             【図 B】 

 

「社会的使命」をしっかり果たす

「持続的な企業価値の向上」

「全てのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰから信頼される誠実なCSR経営」

・「攻め（収益力／資本効率）」と「守り（ﾘｽｸ管理）」の

「ﾊﾞﾗﾝｽのとれたｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ」

・「ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・ｺｰﾄﾞ」への積極的対応
・株主の権利・平等性の確保
・適時適切な情報開示による透明性の確保

（ＩＲ/株主との対話）
・資本効率／株主還元の重視

（ROE・総還元性向目標化／中間配当実施など）
・取締役会の実効性確保

（複数独立社外取締役の選任など）

・中長期的な株主価値の最大化
・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ／ﾘｽｸ管理体制

・人を大切にする企業風土

・従業員満足度
・ 業績や成果に見合う処遇
・女性の活躍促進
・人材育成

・安全・高品質・低ｺｽﾄな
技術・ｻｰﾋﾞｽの提供

・安全で快適な
交通ﾈｯﾄﾜｰｸと
社会基盤の創造に貢献

・高度な金融機能・

情報ﾁｬﾈﾙの 積極的活用

・安全・安心・地球環境保全の追求

・資源の効率的利用
・環境関連技術・ｻｰﾋﾞｽの開発・提供
・社会貢献活動
・社会や地球環境とともに持続的に成長

・公正な取引
・効率的集中購買強化

・公正な競争
・ＪＶなどによる協働
・建設業界全体への貢献

・法・ﾙｰﾙの遵守

・公共工事への積極的取り組み

・国土強靭化（ﾅｼｮﾅﾙ・ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ）・
復旧・復興への貢献

・ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ強化
・適正条件による契約
・満足度向上
・技術力育成支援

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ経営の推進
・相互ｼﾅｼﾞｰの醸成
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３． 基本戦略 
「基本戦略」となる『３Ｄ戦略』（スリーディ戦略）は不変とし、顧客層（X 軸）と業域（Y 軸）を拡げ、 

質（Z 軸）を向上させることにより、X×Y×Z の体積としての「企業価値」を最大化させる戦略を 

さらに継続強化いたします。 

 

 
（３Ｄ：３Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓ（三次元）） 

(1) Ｘ軸戦略：「顧客層」のウイングを拡大（横軸）  

(2) Ｙ軸戦略：「業域」の深掘りによる拡大（縦軸） 

⇒「量」を拡大させる「成長戦略」 

 

(3) Ｚ軸戦略：「安全」・「品質・技術力」・「施工力」・「企業力」の強化（高さ軸） 

⇒「質」を向上させる「クォリティ戦略」 

 

(4) 『３Ｄ戦略』：（１）（２）（３）の各戦略により、Ｘ×Ｙ×Ｚ＝「体積」を拡大 

⇒「企業価値」を最大化 

 

 

【「３Ｄ戦略」イメージ図】 

 

（新）中計（前）中計

『堂々たる

成長の時代』 へ

2012 2015 2018

Ｚ軸戦略

（業域）
Ｙ軸戦略

（顧客）
Ｘ軸戦略

（安全・品質･技術力・施工力・企業力）

 
 

基本戦略『３Ｄ戦略』 

⇒Ｘ×Ｙ＝「面積」 
Ｘ軸戦略：「顧客層」のウイングを拡大（横軸）

Ｙ軸戦略：「業域」の深掘りによる拡大（縦軸）

「量」を拡大させる「成長戦略」

Ｚ軸戦略：「安全」・「品質・技術力」・「施工力」・「企業力」の強化

「質」を向上させる「クォリティ戦略」

「企業価値」を最大化
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４． 施策 

（１）Ｘ軸戦略（横軸）＝「成長戦略」 
ＪＲ東日本関連業務に経営資源を重点投下した

上で、「土木／官公庁」「建築／民間一般」など、

新たな顧客層のウイング拡大を図ります。 

① 当社最大の強み・使命＝JR 東日本関連業務 
最大最重要顧客である JR 東日本からの 

受注・ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟは当社の最大の強みで 

あり、安全な工事の遂行は社会的使命 
⇒ JR 東日本関連業務に経営資源を継続的に

重点投下し、徹底的に強化 

② 顧客層のウイング拡大 
その上で、新たな顧客層のウィング拡大を 

図る「成長戦略」を展開 
⇒JR 東日本以外の顧客からの業務量を、 

将来的には JR 東日本と同ﾚﾍﾞﾙまで拡大を展望 

⇒線路/私鉄・公共鉄道、土木/官公庁・私鉄、

建築/民間一般からの受注強化が成長戦略の鍵 
 当社の強みである業務分野（右記ご参照）

を新たな顧客に幅広く営業展開 

 「一気通貫戦略」（立案ｻﾎﾟｰﾄ→検査→  

設計・見積り→施工→維持管理・補修→） 

 「ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ戦略」 

（建築＋環境、設計＋施工＋維持管理・補修） 

 「ｿﾘｭｰｼｮﾝ型営業力」「全社横断的営業 

体制」の強化（ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ方式）  

 「ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社営業ﾁｬﾈﾙ」「外部情報ﾁｬﾈﾙ」

の積極的活用 

 

 

 

（２）Ｙ軸戦略（縦軸）＝「成長戦略」 
当社の『強み』である業務分野を徹底的に 

強化した上で、関連業域の深掘り／新しい成長

機会に挑戦いたします。 

① 当社の強みである業務分野は徹底的に 

継続強化 
 鉄道関連工事 

線路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・大型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾎｰﾑﾄﾞｱ・

大型保線機械・新幹線関連工事など 

 交通・社会ｲﾝﾌﾗ関連工事 

 防災・耐震・老朽化関連工事・復興関連工事 

 住 宅・ 非 住宅 （駅 舎・ ｵﾌ ｨｽ ・ 店 舗・      

工場など）建設工事 

 少子・高齢化関連工事 

（保育園・老人福祉施設など） 

 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ（維持・補修・修繕）関連工事 

 環境関連工事（緑化、太陽光発電など） 

② その上で、関連業域の深掘りによる拡大強化/

新しい成長機会に挑戦 

⇒関連業務の業域拡大 
（ex. 設計、協議、調査、検査など） 

⇒新しい社会環境の変化、時代の要請に 

応じた業域の拡大 
 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ関連事業 

 ﾘﾆｱ関連事業 

 国土強靭化計画・地方創生事業 

 海外関連事業 

 

 

（１）Ｘ軸×（２）Ｙ軸＝「成長戦略」 

線路部門 

 ＪＲ東日本関連業務が最大のコア業務 

（羽田空港アクセス線、品川再開発等のプロジェクトにも挑戦） 

 鉄道線路メンテナンスの技術力、市場シェア、高性能な大型保線機械稼働力を活かし、 

私鉄・公共鉄道等への提案・営業展開を強化 

土木部門 

 ＪＲ東日本関連業務が最大のコア業務 

（首都直下地震対策関連、ホームドア工事等の継続） 

 鉄道土木・メンテナンス工事、防災・耐震補強工事などの鉄道専門技術の強みを活かし、 

官公庁・私鉄など多面的な顧客の間口拡大、業域深掘りにより受注増を目指す 

建築部門 

 得意とするＪＲ東日本駅関連施設工事、住宅（マンション）、設計・施工案件を徹底的に強化 

 その技術力を活かして、民間一般・官公庁などの顧客層の間口を拡大し、非住宅（保育園、 

老人福祉・医療施設、店舗、工場などに加え、大型のオフィスビル・物流施設などの 

大規模プロジェクト等々）、リニューアル、環境関連工事などの業域を深掘りし、受注増を目指す 

 東京オリンピック・パラリンピック関連などの新しいプロジェクトにも挑戦 

環境部門 
 環境問題に対するお客様の様々なニーズに対し、種々の環境関連プロダクツを提案 

 環境本部とのシナジーによる他部門の受注強化をサポート（「エコステ」モデル駅、屋上緑化など） 

共通 
 上記受注拡大に際しては、トップライン（売上高）とボトムライン（利益額）のバランスを重視し、 

不採算工事徹底排除の方針は不変 

 その上で、「利益額の最大化」を図る 

 

⇒
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   （３）Ｚ軸戦略（高さ軸）＝「クォリティ戦略」 
「安全」・「品質・技術力」・「施工力」・「企業力」の一層の強化を図り、『質』を向上させることで、 

企業価値を高める「クォリティ戦略」を推進いたします。 

 

① 「安全はすべてに優先する経営」の徹底 
● お客様・地域社会・従業員の「究極の安全と安心」を追求    

● 実効性のある具体的な教育・訓練の継続実施 

・過去の重大事故・致命的労災の要因から得られた作業毎のリスク把握（「東鉄グループ方式」） 

・危険なポイントを「見える化」した安全教育ビジュアル教材の徹底活用（「要注カード」など） 

 

② 「品質・技術力」のたゆまざる維持・強化 
● 安全・安心で、高付加価値・高品質の技術・サービス・商品の提供により、 

お客様の高い満足度と信頼の確保を図る 

・最大の強みである、鉄道関連工事を軸とした技術力の維持・向上・継承・研究開発力強化 

・品質管理力強化のための「見える化」（「品質要注カード」の活用） 

・総合評価方式に対応する高度な技術力・提案力を強化 

 

③ 「施工力」の強化 
● 工事量増大に伴う「施工力」の強化 

・要員の増強（新卒・社会人採用の強化）／女性の積極的採用・活躍促進 

・設計・積算部門の強化（人員補強・ＢＩＭ導入など）／専門技術・知識、原価管理力の継続的強化 

・機械化・システム化による効率化・省力化 

● 協力会社とのパートナーシップ強化   

・技術力育成支援 

・適正条件による契約の徹底／満足度の向上 

● Ｍ＆Ａによる施工力増強も選択肢の一つ   

 

④ 企業力の向上 
● 「すべてのステークホルダーから信頼される誠実なＣＳＲ経営」の推進 

・それぞれのステークホルダーに対する取り組み方針 （Ｐ５【図Ｂ】ご参照） 

・「人」を大切にする風土づくり 
・従業員満足度の重視 

・公平で公正な評価／業績や成果に見合った処遇／ワークライフバランスの重視 

・女性の活躍促進 

・人材育成（中長期キャリアパスを見据えた人材育成／研修制度充実） 

・「環境」への取り組み 
・「環境保全(守り）」と「環境事業（攻め）」両方を強力に推進 

・環境負荷低減など、環境と調和した循環型社会を目指した活動 

・「環境事業」の強みを、お客様の様々な環境関連ニーズに活かした活動 

● 「攻め（収益力/資本効率）」と「守り（ﾘｽｸ管理）」の「ﾊﾞﾗﾝｽのとれたｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ」による経営  
・「コーポレートガバナンス・コード」への積極的対応 

・適時・適切な情報開示（ＩＲ/株主との対話 継続強化） 

・資本効率/株主還元の重視（ＲＯＥ・総還元性向の目標化/中間配当実施など） 

・取締役会の実効性確保（複数独立社外取締役の選任など） 

・コンプライアンス体制（法令・ルールの遵守）、リスク管理体制の維持・強化 

● 「成長戦略」の一環としての企業力強化 
・剰余金の有効活用 

・業容拡大に伴う運転資金・Ｍ＆Ａ・設備投資（大型保線機械・システム投資等）などによる 

拡大再生産 

・株主・顧客・従業員等への適切な還元・配分 

・利益改善に対する継続的な取り組み 

（不採算工事の徹底排除／原価管理の強化／コストダウンの取り組み） 

・グループ連結経営の強化 

・海外関連事業の検討 

・財務体質の継続的強化 
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５． 数値目標（２０１８/３期 最終年度目標） 
 「堂々たる成長の時代」への『Ｓｔｅｐ』として、増収・増益目標を設定し、「成長力」と「収益力」の 

バランスのとれた持続的成長を目指します。 

 また、資本効率の観点から、利益率目標にはＲＯＥ、さらに株主還元重視の観点から、 

総還元性向目標を新たに導入いたします。 

 

 
 

 

【売上高・営業利益の推移】（’０５/３月期～’１５/３月期 連結） 
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【ＲＯＥ・総還元性向の推移】（’０５/３月期～’１５/３月期 連結） 

 

 
 

 
なお、『東鉄 3D Step2018』の詳細につきましては、５月２８日に当社ホームページに掲載予定の 

「詳細版」をご参照ください。 

 
以上 


